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委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に
あ
た

り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
常
日

頃
よ
り
当
委
員
会
の
業
務
の
推
進

に
ご
支
援
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
は
、
春
先
か
ら
異
常
な
低
温

や
長
雨
、
台
風
等
の
被
害
に
よ
り
農

作
物
の
減
収
と
品
質
の
低
下
に
見

舞
わ
れ
、
大
変
な
年
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
も
豆
類
の
高
値
と
乳

量
増
加
、
畜
産
物
の
個
体
価
格
の
高

値
に
よ
っ
て
十
勝
管
内
系
統
組
織

の
売
上
高
が
過
去
２
番
目
の
結
果

と
な
っ
た
事
は
な
に
よ
り
も
の
喜

び
で
す
。 

 

昨
年
12
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
本
年

２
月
の
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
、
今

年
か
ら
始
ま
る
農
業
共
済
の
収
入
保

険
制
度
の
新
設
等
、
農
業
者
に
と
っ

て
中
長
期
的
に
見
て
ど
の
様
な
影
響

が
出
て
く
る
の
か
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

年
が
明
け
、
朝
晩
は
冷
え
込
む
日

も
あ
り
ま
し
た
が
降
雪
も
少
な
く
、

好
天
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

こ
の
様
な
穏
や
か
な
日
々
が
続
き
、

災
害
の
無
い
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。 

農
業
委
員
会
は
今
後
も
優
良
農
地

を
守
り
、
有
効
利
用
と
農
地
の
集
団

化
、
担
い
手
へ
の
集
積
等
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
が

元
気
で
、
怪
我
や
病
気
に
も
か
か
る

事
も
無
く
、
豊
穣
な
出
来
秋
を
迎
え

ら
れ
ま
す
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

本別町賃借料情報 

 平成21年の農地法改正により、標準小作料は廃止され、農地法第52条の規定に基づき農業委員会が農地

の賃借料情報を提供することとなっています。 

 農地法第３条、農業経営基盤強化促進法及び農地中間管理事業で賃借された本別町の実勢賃借料を集計しま

したので、賃借料の判断材料としてご活用ください。 

Ｈ３０年1 月～12 月に許可・公告した賃借料水準 

（畑：10ａあたり） 

 最高金額 最低金額 平均金額 契約件数 

第１地帯 12,600 円 3,400 円 8,880 円 21 件 

第２地帯 14,000 円 3,400 円 8,380 円 28 件 

第３地帯 7,500 円 4,400 円 6,080 円 3 件 

牧草専用地帯 4,000 円 3,300 円 3,100 円 3 件 

※金額は算出結果の 10 円未満を四捨五入しています。 

※各地帯の詳細については農業委員会へご確認ください。 

 

 



十
勝
農
委
連
研
修
会 

 
平
成
30
年
11
月
20
日
と
か
ち
プ
ラ

ザ
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
り
ー
む
・
わ

ー
く
す
理
事
長
水
尻
宏
明
氏
を
講
師
に

迎
え
「
農
福
連
携
が
、
地
域
農
業
を
支

え
、
地
域
を
活
性
化
す
る
」
と
題
し
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
の
企
業
に
勤

め
て
い
た
が
、
長
男
の
自
閉
症
の
診
断

を
受
け
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
実

家
に
就
農
。
障
が
い
者
の
作
業
に
当
た

っ
て
は
膝
あ
て
の
着
用
、
は
さ
み
を
使

う
場
合
は
子
供
用
の
は
さ
み
、
荷
物
は

個
人
に
よ
り
重
さ
を
変
え
る
な
ど
、
農

作
業
を
一
つ
ひ
と
つ
細
分
化
す
る
事
で
、

障
が
い
者
が
持
つ
高
い
集
中
力
を
生
か

す
作
業
体
系
を
確
立
。
労
働
力
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
農
業
の
問
題
点
を

農
福
連
携
を
通
じ
て
解
消
し
、
農
業
や

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

         

全
道
農
業
者
年
金
研
究
会
お
よ
び 

 
 

市
町
村
農
業
委
員
活
動
強
化
研
修
会 

平
成
31
年
１
月
28
日
か
ら
29
日
に

か
け
て
、
全
道
の
農
業
委
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
が
札
幌
市
の
北
海
道
第
二

水
産
ビ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

１
日
目
は
あ
ら
い
税
理
士
事
務
所
所

長
で
あ
る
荒
井
利
幸
氏
を
迎
え
「
農
業

経
営
を
継
承
す
る
際
の
税
制
上
の
留
意

点
」
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
農
業

者
年
金
基
金
理
事
長
で
あ
る
西
恵
正
氏

よ
り
「
資
産
の
運
用
と
農
業
者
年
金
に

つ
い
て
」
の
講
演
会
が
あ
っ
た
。 

荒
井
氏
の
講
演
で
は
税
理
士
の
立
場

か
ら
経
営
を
法
人
化
す
る
事
で
、
税
制

面
で
の
優
遇
措
置
と
経
営
の
継
承
を
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

税
制
面
で
は
所
得
金
額
が
上
が
れ
ば
個

人
と
法
人
で
は
税
額
が
10
％
以
上
の

違
い
が
で
て
く
る
。
経
営
の
継
承
で
は 

個
人
の
場
合
、
土
地
や
農
業
設
備
、
機

械
な
ど
は
課
税
対
象
と
な
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
の
に
対
し
て
、
法
人
で
は
そ
の
様
な

問
題
は
発
生
し
な
い
。
今
後
、
農
地
の

拡
大
、
高
収
益
作
物
の
導
入
な
ど
に
よ

り
農
業
所
得
が
上
が
っ
た
場
合
、
法
人

化
と
言
う
選
択
肢
も
考
え
て
行
く
必
要

が
あ
る
。 

       

西
氏
の
年
金
の
講
演
で
は
、
農
業
者

年
金
の
確
定
拠
出
型
年
金
（
老
後
の
受

給
額
を
前
も
っ
て
確
定
し
た
年
金
、
そ

の
資
金
を
運
用
し
損
益
が
反
映
さ
れ
た

も
の
を
老
後
の
受
給
額
と
し
て
支
払
わ

れ
る
）
の
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
国
民
年

金
と
農
業
者
年
金
を
老
後
の
財
産
基
盤

と
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
老
後
が
送

れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

２
日
目
は
基
調
講
演
と
し
て
「
地
域

型
法
人
の
設
立
に
伴
う
農
業
振
興
と
地

域
維
持
の
実
態
と
そ
の
成
果
」、
事
例
報

告
と
し
て
「
津
別
町
に
お
け
る
農
地
所

有
適
格
法
人
の
設
立
と
設
立
後
に
お
け

る
農
業
経
営
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
」

の
報
告
を
受
け
た
。 

地
域
法
人
の
事
例
と
し
て
、
地
域
の

農
家
戸
数
の
減
少
に
よ
る
地
域
の
崩
壊

を
防
ぐ
為
に
法
人
化
に
し
た
２
グ
ル
ー

プ
の
説
明
が
あ
っ
た
。
本
別
で
は
ま
だ
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
地
帯
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
近
い
将
来
起
こ
り

う
る
こ
と
で
あ
る
。 

個
人
の
法
人
化
と
合
わ
せ
て
、
地
域

で
の
法
人
化
な
ど
こ
れ
か
ら
考
え
て
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

             

○
本
別
町
内
の
年
金
加
入
状
況
○ 

本
別
町
の
被
保
険
者
数
は
、
男
性
が
１

２
３
名
、
女
性
が
42
名
。
こ
こ
４
年
ほ
ど

で
女
性
の
加
入
者
が
20
名
増
加
し
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
。 

 

あ ら い 税 理 士 事 務 所 

所 長  荒 井  利 幸 氏 

(独 )農業者年金基金 

理事長 西 恵正氏 

ＮＰＯ法人どりーむ・わーくす 

理 事 長  水 尻  宏 明 氏 

研修会場のようす 



農
業
委
員
会
管
外
研
修 

 

昨
年
12
月
６
日
、
７
日
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
沿
岸
の
農
業
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。 

 

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
蕎
麦
栽
培 

雄
武
町
は
農
地
面
積
１
１
，
１
３
３
㏊

で
、
平
成
20
年
か
ら
30
年
ま
で
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
累
計
約
４
３
７
㏊

（
3.9
％
）
※
の
耕
作
放
棄
地
を
確
認
し
て

い
た
。
な
か
に
は
無
人
化
し
全
体
が
放
棄

地
と
な
っ
た
地
区
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

        
 

 

  

放
棄
地
の
対
策
と
し
て
町
主
体
で
冷
涼

な
気
候
を
生
か
し
た
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
栽
培

の
研
究
を
始
め
、
平
成
24
年
農
業
生
産
法

人
「
㈱
神
門
」
を
設
立
し
た
。
当
初
12
㏊

だ
っ
た
作
付
面
積
は
現
在
２
２
３
㏊
ま
で

に
な
り
、
耕
作
放
棄
地
を
よ
み
が
え
ら

せ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
言
う

目
標
を
見
事
に
果
た
し
て
い
た
。
雄
武
町

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
農
地
の
所
有
者

の
確
認
、
そ
し
て
賃
貸
の
交
渉
を
進
め
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

そ
の
後
「
㈱
神
門
」
の
施
設
を
訪
問
し

社
長
の
石
井
氏
に
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
「
満
点

き
ら
り
」
の
品
種
特
性
、
無
農
薬
の
栽
培

法
な
ど
を
聞
い
た
後
、
製
粉
工
場
内
を
見

学
し
た
。 

             ※
本
別
町
の
農
地
面
積
は
約
１
万
㏊
、
内

耕
作
放
棄
地
と
し
て
い
る
農
地
は
26
㏊

（
0.2
％
） 

  

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
見
学 

       

興
部
町
で
は
平
成
28
年
に
完
成
し
稼
働

を
始
め
た
「
興
部
北
興
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
」
を
訪
れ
た
。
近
隣
の
酪
農
家
６
戸

か
ら
一
日
約
37
ト
ン
（
成
牛
約
５
６
０
頭

分
）
の
原
料
を
受
け
入
れ
、
中
温
発
酵
に

よ
り
発
生
し
た
ガ
ス
を
民
間
の
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
所
に
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

発
電
所
で
は
１
７
０
ｋ
ｗ
の
発
電
機
が
稼

働
し
て
い
た
。
処
理
後
の
消
化
液
は
臭
い

も
少
な
く
、
市
街
地
の
住
民
に
不
快
感
を

あ
た
え
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。 

         

第
三
者
継
承
事
業
に
つ
い
て 

 

 

遠
軽
町
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
お
話

し
を
う
か
が
っ
た
。
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
平

成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
業
経
営
の

第
三
者
へ
の
継
承
」
事
業
。
そ
れ
を
利
用

し
、
平
成
24
年
度
に
江
面
暁
人
氏
が
独
立

し
「
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ

た
。
現
在
、
所
有
地
は
９
㏊
、
借
入
地
は

36
㏊
の
45
㏊
で
経
営
し
て
お
り
、
農
産
物

の
ネ
ッ
ト
販
売
、
農
業
体
験
の
受
け
入

れ
、
農
家
民
宿
な
ど
幅
広
く
事
業
を
展
開

し
て
い
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
遠
軽
町

農
業
委
員
会
が
携
わ
っ
た
継
承
時
の
農
地

の
売
買
や
賃
貸
に
つ
い
て
お
話
し
を
お
聞

き
し
た
。
本
別
町
の
新
規
就
農
事
業
に
大

変
参
考
に
な
る
研
修
で
あ
っ
た
。 



 

編
集
後
記 

 

昨
年
12
月
30
日
に
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
）
が
発
効
し
た
。
国
内
手
続

き
を
終
え
た
日
本
、
メ
キ
シ
コ
等

６
か
国
が
先
行
し
、
本
年
１
月
に

ベ
ト
ナ
ム
が
参
加
し
、
残
る
マ
レ

ー
シ
ア
等
４
か
国
も
早
期
発
効

を
目
指
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が

抜
け
11
カ
国
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 

本
年
２
月
１
日
に
は
Ｅ
Ｕ
と

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
発

効
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
米
国
と

の
２
国
間
交
渉
も
あ
り
、
日
本
の

農
業
は
益
々
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

突
き
進
み
ま
す
。
近
年
の
世
界
的

異
常
気
候
に
よ
る
食
糧
生
産
の

不
安
定
、
人
口
の
増
加
、
発
展
途

上
国
の
経
済
発
展
に
よ
り
今
後

食
糧
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

昨
年
は
異
常
低
温
に
よ
り
豆

類
等
が
相
当
な
被
害
を
受
け
た

中
、
平
年
以
上
の
生
産
量
を
上
げ

た
生
産
者
が
い
る
こ
と
を
耳
に

し
、
農
地
整
備
、
栽
培
技
術
の
必

要
性
が
重
く
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
個
人

と
し
出
来
る
こ
と
は
努
力
し
今

後
も
営
農
を
継
続
す
る
考
え
で

す
。 

広
報
委
員
長 

荒 

哲
弘 
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